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下
水
道
の
本
来
の
役
割
は

「汚
水
の
処

理
と
雨
水
の
排
除
」
の
二
つ
で
あ
る
。
し

か
し
地
域
に
敷
設
さ
れ
た
下
水
道
は
、
そ

の
地
域
の
水
資
源
や
熱
資
源
、
さ
ら
に
有

機
資
源
が
集
ま
り
、
加
工
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
農
業
生
産
に
貢
献
で
き
る
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。
今
ま
で

に
も
下
水
汚
泥
は
、
肥
料
化

（コ
ン
ポ
ス

ト
）
さ
れ
農
業
利
用
や
都
市
の
景
観
作
り

に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

ビ
ス
ト
ロ
⌒注
）
下
水
道
の
概
念
は
、

単
な
る
肥
料
化
だ
け
で
は
な
く
、
下
水
の

持
つ
す
べ
て
の
資
源
を
活
用
し
、
農
作
物

の
栽
培
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

事
実
、
下
水
に
は
植
物
の
成
長
に
欠
か
せ

な
い
窒
素
や
リ
ン
、
カ
リ
、
微
量
金
属
な

ど
貴
重
な
栄
養
成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
食
物
の
味
を
左
右
す
る
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
の
素
と
な
る
ア
ミ
ノ
酸

（タ

ン
パ
ク
質
）
類
が
、
他
の
化
学
肥
料
や
バ

イ
オ
マ
ス
肥
料
に
比
べ
、
き
わ
め
て
多
く

含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

２
０
１
３
年
頃
か
ら
国
土
交
通
省

・
下

水
道
部
は
下
水
道
資
源
の
有
効
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
方
公
共
団
体
等
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化

「ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
推
進
戦

略
チ
ー
ム

（愛
称
と

を
設
立
し
、
今
ま

で
の
食

・
農
業
利
用
を
い
っ
そ
う
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
技
術
の
海
外
展
開

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
始
め
た
。

た
と
え
ば
北
海
道
岩
見
沢
市
は
、
下
水
汚

泥
肥
料
で
カ
ボ
チ
ャ
栽
培
、
青
森
県
八
戸

市
は
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
、
秋
田
県
大
仙
市
で

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
や
酒
米
の
生
産
、

高
知
市
で
は
イ
チ
ゴ
栽
培
、
佐
賀
市
で
は

下
水
処
理
水
で
ス
ッ
ポ
ン
養
殖
、
鹿
児
島

県
奄
美
市
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
に
活

用
し
、
今
や
全
国
４０
ヵ
所
以
上
で
ビ
ス
ト

ロ
下
水
道
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
現
在
使
わ
れ
て
い
る
汚
泥
肥
料
は
、
す

べ
て
肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
厳
し
い
安
全

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

さ
ら
に
新
し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

い
る
。
愛
知
稟
喜
藩
舌
すに
あ
る
県
豊
川
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
水
処
理
水
に
含
ま

れ
る
窒
素
や
リ
ン
の
活
用
だ
け
で
は
な
く
、

下
水
汚
泥
由
来
の
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
の
過

程
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（Ｃ
Ｃ
）

も
活
用
し
ト
マ
ト
栽
培
を
行
な
い
、
通
常

の
栽
培
に
比
べ
収
量
は
３
割
増
え
、
糖
度

も
増
し
て
い
る
。
有
明
海
苔
の
生
産
で
知

ら
れ
る
佐
賀
市
で
は
２
０
０
７
年
か
ら
下

水
管
理
者
と
漁
協
が
連
穫
ヽ
海
苔
が
増
殖

す
る
冬
場
に
は
下
水
処
理
水
の
窒
素
濃
度

を
増
や
し
た
運
転
管
理
を
し
、
海
苔
の
増

収
を
図
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
同
市
の
下

水
汚
泥
は
業
者

（共
和
化
工
鋪
）
に
委
託

し
年
間
１
４
０
０
ト
ン
の
汚
泥
肥
料
を
生

産
、
農
家
に
販
売
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省

，
下
水
道
部
に
よ
る
と
全

国
の
下
水
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
電
％
に

達
し
、
そ
の
う
ち
∞
％
が
セ
メ
ン
ト
な
ど

の
建
設
資
材
に
用
い
ら
れ
、農
業
利
用
（肥

料
な
ど
）
は
わ
ず
か
１５
％
で
あ
る
。
国
は

下
水
汚
泥
の
持
つ

「不
衛
生
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、
さ
ら
な
る
食
料
の
増
産
に

役
立
て
た
い
と

「Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
」
を
作
り
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
日
本
の

「ビ
ス
ト
ロ
下
水
道

の
技
術
」
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
人
口

が
急
増
し
て
い
る
新
興
国
に
対
し
大
い
に

貢
献
で
き
る
日
本
の
技
術
で
あ
る
。

（注
）
フ
ラ
ン
ス
語
で
″気
軽
に
入
れ
る
小
さ
な

大
衆
レ
ス
ト
ラ
ン
ク
と
い
う
よ
う
な
意
味
。

村和ぷ′吉

ビストロ下水道

えつ? ビストロ? 下水道?

ん～、聞いたことのない言葉ですが、

私たちの食を豊かにする試みが始まっています。
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